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医療分野国際科学技術共同研究開発推進事業 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS） 

令和 8 年度追跡調査結果報告書 

 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）は、開発途上国のニーズを基に、地球規

模課題を対象とし、将来的な社会実装の構想を有する国際共同研究を政府開発援助（ODA）と連携して

推進するプログラムである。様々な地球規模課題の解決、科学技術水準の向上につながる新たな知見や

技術の獲得、そしてこれらを通じたイノベーションの創出を目的とする。また、その国際共同研究を通じ

て、開発途上国の自立的研究開発能力の向上と、課題解決に資する持続的活動体制の構築を図る。 

研究開発課題終了後一定期間経過した後、副次的効果を含めて国際共同研究の成果の発展状況や活用

状況を明らかにし、事業および事業運営の改善等に資することを目的とし、本追跡調査を実施した。 

 

１． 研究開発課題名 

ガーナにおける感染症サーベイランス体制強化とコレラ菌・HIV等の腸管粘膜感染防御に関する研究 

（平成27年度－令和3年度） 

 

２． 研究開発代表者（研究開発期間終了時） 

◼ 日本側研究開発代表者：清野 宏（東京大学医科学研究所 教授） 

◼ 相手国側研究開発代表者：Dorothy Kyerewah Yeboah-Manu（ガーナ共和国 野口記念医学研究所 

所長） 

 

３． 研究開発の概要（研究開発期間終了時） 

本研究は、西アフリカにおける感染症克服への貢献を目指し、ガーナを対象として、腸管感染症を中心

とする主要感染症のサーベイランスおよび診断検査体制の強化と、コレラ菌や HIV 感染に対する腸管粘

膜免疫の作用機序解明を目的に実施された。サーベイランス強化では、ガーナ保健省ヘルスサービス

（GHS）および野口記念医学研究所（野口研）と連携し、下痢症、HIV 感染症、出血熱等を対象とした

既存体制を評価した。コレラ流行地域をモデル地区として定点サーベイランスを整備し、医療従事者へ

の研修、検体輸送手順の確立、基準検査機関の機能強化、疫学週報作成支援を実施した。その成果はガイ

ドラインおよび研修パッケージとして取りまとめられ、ガーナ政府へ共有された。診断体制強化では、寄

生虫・細菌・ウイルス検査能力を向上させ、これまで十分把握されていなかった下痢症の原因解析を実施

した。その結果、多くの下痢症がノロウイルスやロタウイルスによることが明らかになったほか、網羅的

解析により Campylobacter 属細菌がガーナの主要な細菌性下痢症病原体である可能性を示した。また、

病原体診断技術や次世代シークエンス（NGS）技術が野口研へ導入・移転され、持続的な検査体制の基

盤が構築された。 

研究面では、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）およびコレラ感染における宿主免疫応答の解明を進めた。

HIV 感染者の解析から、主要流行株が HIV-1 組換え型である subtype AG（A 亜型と G 亜型の組換えウ

イルス）であることを明らかにし、高精度のヒト白血球抗原（HLA）遺伝子解析によるガーナ人集団の

免疫遺伝学的特徴や感染病態との関連を解明した。また、腸内マイクロバイオーム解析技術を導入・確立

し、ガーナ人健常者および HIV 感染者から収集した 600 検体以上の便試料を活用して、ガーナ人特有の
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腸内細菌叢や HIV 感染との関連を明らかにした。本研究は、ガーナにおける感染症サーベイランス・診

断体制の強化と先端研究基盤の構築を実現するとともに、西アフリカ地域の感染症制圧に向けた持続的

な研究協力体制の確立に大きく貢献した。 

 

４． 追跡調査結果 

 本国際共同研究の上位目標（研究開発期間終了後 5 年程度での実現を想定）は「西アフリカ感染症対

策拠点の構築（ガーナ）に基づく感染症克服への貢献（診断・治療体制の確立、ワクチン臨床試験展開、

未来型共同研究拠点構築）」であり、以下の観点で研究開発期間終了後の成果の発展状況、活用状況につ

いて調査を行った。 

 

4-1. 研究開発期間終了後も上位目標に向けた活動（研究活動のみならず関連する取組みも含む）が継続・

発展しているか。 

◼ SATREPS 共同研究を通じて進められたシステム構築などが結実し、野口研は 2024 年 12 月に国際

的な臨床検査基準である ISO15189 認定を取得した。これにより、同研究所はガーナ国内のみなら

ず西アフリカ地域における臨床検査・感染症研究の中核拠点としての地位を確立した。近年は、アフ

リカ疾病予防管理センター（CDC）との共同研究体制構築を進めており、野口研が新興・再興感染

症対応における地域中核機関として役割を担える体制が形成されつつある。 

◼ SATREPS 共同研究を通じて育成された研究者・技術者は、NGS を活用したゲノム解析技術及び病

原体診断技術について確実に自立しており、自ら研究を進められる状況にある。また、人材育成を通

じて関連技術がさらなる現地研究者・技術者へ継承されており、研究成果の持続的な活用と発展を

可能としている。研究開発期間終了後も、研究成果および構築された体制・人的ネットワークは継続

的に発展しており、上位目標である「西アフリカ感染症対策拠点の構築（ガーナ）に基づく感染症克

服への貢献」が着実に展開されている。 

◼ 本プロジェクトチームは、両国の研究機関間において長年にわたり強固な信頼関係と確固たるパー

トナーシップを構築してきた。研究開発期間終了後も共同研究の継続・発展を目指し、SATREPS に

2 度応募したものの採択には至らなかった。現在も新たな国際共同研究資金の確保に向けた活動を

継続しているものの、SATREPS 事業により整備された研究基盤ならびに研究成果の持続的な活用・

発展に向けては、財政面での課題（自国での予算化、国際的資金の調達等）が残されている。 

 

4-2. 研究成果は地球規模課題の解決に向けた科学技術の発展にも波及・貢献しているか。研究成果はど

のような形で相手国に普及されているか 

◼ SATREPS 共同研究で導入した NGS 解析技術を含む病原体診断技術により、ガーナにおいて下痢症

のみならず他の感染症の病原体のゲノム診断・解析が定着した。また、NGS を用いた遺伝学的基盤

情報の整備も進められ、感染症研究、ワクチン開発、個別化医療の発展への活用が期待される。従来

は細菌性下痢と考えられていた症例の多くがウイルス性であることが判明し、下痢症対策の科学的

根拠の充実にもつながった。 

◼ 下痢症疾患のアウトブレーク発生時には、GHS から野口研へ検体が搬送され、両機関が共同で原因

病原体の同定を行う体制が構築された。本プロジェクトの成果は、単なる研究成果に留まらず、感染

症発生時に実際に活用される診断・対応システムとして定着しており、公衆衛生分野における実践
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的な活用につながっている。 

◼ 本プロジェクトの成果は個別機関に限定されることなく、感染症対策に関わる複数の関係機関へ普

及し、相手国全体の感染症診断・監視体制の強化に活用されている。 

 

4-3. 日本への波及効果はあるか、または日本にとっての成果は何か。国際共同研究の実施による成果・

波及効果は何か（日本と相手国の人材育成、開発途上国の自立的研究開発能力の向上、共同研究の増加、

相手国からの委託研究、など）。 

◼ 本プロジェクトで導入した病原体ゲノム診断技術および育成した人材は、COVID-19 パンデミック

発生時に野口研を中心とした診断検査体制の構築において重要な役割を果たし、パンデミック対応

に大きく貢献した。 

◼ 人材育成の面で、本プロジェクトを通じて日本側約 7 名、ガーナ側約 8 名の研究者・技術者の育成

が図られた。William Ampofo 氏がガーナ国立ワクチン研究所（NVI）初代 CEO となり、アフリカ

全体のワクチン製造プラットフォームを牽引するなど、育成された人材は公衆衛生教育や感染症対

策等において中核的人材として活躍している。 

◼ 研究代表者である清野教授は、千葉大学 未来粘膜ワクチン研究開発シナジー拠点（cSIMVa）の拠

点長として感染症に対するワクチン・治療薬研究開発のための共同研究拠点構築に貢献している。

現在、両国の共通課題である次世代ワクチン研究開発に向けて、AMED-SCARDA「ワクチン開発の

ための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業」において、千葉大学 cSIMVa、野口研、NVI の三

機関による合同シンポジウムと行動計画立案会議の開催準備が進められている。このような取組は、

日本とガーナの研究機関が将来的な研究開発を共同で推進するための基盤形成につながるものと考

えられる。 
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